
志望動機
漠然とですが、地域に根差した仕事がしたいと思っていたと
ころ、農林水産業や農山漁村の振興に取り組む農林水産省
なら必ずそのような機会を得られると思ったのが動機です。

地方農政局統計部のミッション、現在の仕事内容
　北陸農政局は、農林水産省の出先機関として、新潟、富山、石川、福井の４県を管轄し、霞が関の本省が企画・
立案した施策を農林水産業の現場で推進するとともに、現場のニーズを把握し、その声を施策にフィードバッ
クする役割を担っています。
　私が所属する北陸農政局統計部は、管轄する各県に所在する地域拠点と協力して統計調査を実施することが
最大のミッションです。北陸地域は、我が国有数の米どころであるため、私達が実施する米の収穫量調査には、
特に県民の高い関心が注がれている地域でもあります。そのような土地柄の上に令和５年は夏場の記録的な高
温・少雨によって米の生育が危ぶまれ、私たちの調査結果に大きな注目が集まりました。統計調査の公表日には、
北陸地域のマスコミ関係者向けに管内各県の調査結果を丁寧に説明し、その結果、新聞やテレビなどのメディ
アを通じて広く県民に米の作柄の状況を正しい認識のもとで伝えていただきました。実施した統計調査をこの
ようにローカライズして発信することも地方農政局の役割のひとつです。
　また、昨今は統計部が持つデータ処理や統計分析に関する知見を活かして、地域の課題や現状を統計的視点
から分かり易く表現し、施策担当者や市町村等が推進する農林水産施策をサポートする統計分析も大切な役割
となっています。

学生へのメッセージ
　私もそうでしたが、就職活動の時に明確な将来ビジョンを
描くのは難しいと思います。そういった意味でも農林水産省
統計部には、学んできたことや得意分野の活かし方、働き方
や働く場所も含めて様々な可能性・選択肢がありますので、
働きながらゆっくり人生設計を立てることができます。
　業務説明会に参加して、先輩達の経験談などを聞いてみて
ください。

職場の雰囲気
　何か困ったことが起きた時、大きめの独り言をつぶやけば、２
人３人が反応し、５人６人が解決に向けて一緒に考えてくれるよ
うな、そんなアットホームな職場です。もともと数字を扱う仕事
のため、一人で抱えるとミスも起こりやすく、複数人で協力して
チームで仕事をする文化が自然と根付いてきたのだと思います。
　これは、皆さんのように初めて統計業務に携わる方がスムー
ズに組織の一員として力を発揮していただく上で、とても良い職
場環境だと思います。

吉江　健司
北陸農政局統計部調整課課長補佐

北陸農政局

平成15年 入省（Ⅱ種行政）
関東農政局群馬統計情報事務所前橋出張所
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志望動機
留学経験から、日本の「食」に携われる農林水産省を志望
しました。公共財として将来に残る統計を通して社会貢献し
たいと考え、統計という専門性をもって政策の基盤を担う業
務内容に魅力を感じたのも、入省のきっかけです。

現在の仕事内容
　当課では、農作物の面積や収穫量に関する作物統計調
査等を実施しています。その中で私は、さとうきび、い
ぐさ調査の担当です。調査票の送付、回収、照会、関係
機関への情報収集、検討後、調査結果を本省へ報告しま
す。実際に農作物を見て、生産者から話を聞くこともあ
ります。
　本省業務では、全国の農政局から報告された調査結果
を集計、検討、公表していたので「ゴール」する達成感
がありました。一方、局業務では調査実務を担い、現場
の実態を把握することに、「縁の下の力持ち」としての
やりがいを感じます。そのように、本省と農政局は異な
る点もありますが、正確で効率的な統計調査、利活用さ
れるデータ分析のため、連携している点は共通です。

学生へのメッセージ
　出張時のランチは、郷土料理や旬を味わえる店を選び、
地元の「食」を満喫しています。そうして出張という「仕事」
も美味しくこなす職場の雰囲気は、楽しくて安心します。
おかげで初めての転勤も居心地が良いです。
　公的統計は、政策だけでなく、ニュース、教科書、研究、
政策等、色々な分野で皆が使える長期的な公共財です。現
在の調査結果が未来の誰かの役に立つ、そんなバトンを一
緒につないでみませんか。お待ちしております。

最も印象に残っている出来事・経験
　九州農政局での勤務が印象的です。
　局勤務では、製糖工場、いぐさ生産者、県庁等の様々な関係者がいるので、統計調査が多くの人の協力によっ
て成立していると実感します。畳織機の前で生産者の想いを拝聴する等、調査結果を身近に感じられることも励み
になります。
また、局内横断の若手職員業務では、環境に配慮した農業に熱心な現場を取材し、Instagram（@maff_kyushu）

で紹介しています。若手職員が新規プロジェクトにチャレンジできる職場にも恵まれています。

久嶋　萌々子
九州農政局統計部生産流通消費統計課係員

九州農政局
地方にも活躍の場があります。

平成30年 入省（一般職（大卒程度）行政）
統計部統計企画管理官付統計企画班企画第１係

平成31年 統計部経営・構造統計課営農類型別経営統計班動向統計係
令和３年 九州農政局統計部統計企画課
令和４年 現職

career

地方農政局係員の１日　

出勤
フレックスタイムで、出勤時刻は人それぞれ

打合せ
テレワークの人はオンラインで参加します☆

昼食
お弁当、食堂、外出など、自由にリフレッシュ！

調査結果の検討
過去データ、気象表、新聞を参考に、要因分析

Instagram原稿打合せ
インスタ映えを狙って、アイデア交換

退庁
飲み会も時々あって楽しいです♪

08:30

10:00

12:00

14:00
　　　　　
15:30

17:15

休日に同僚と一緒に阿蘇へ！
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